
南部大阪都市計画地区計画の変更（泉南市決定） 

 

  南部大阪都市計画新家駅南地区地区計画を次のように変更する。 

 

計画書１（地区計画の方針） 

名    称 新家駅南地区地区計画 

位    置 泉南市新家地内 

面    積 約１３．６ha 

 

地区計画の目標 

 

 

本地区は泉南市の東部、西日本旅客鉄道阪和線新家駅前に位

置し、駅周辺においては商業施設等が立地しているが、地区内

はまだ空閑地が多いことから、今後、急速な市街地化が予測さ

れる地区である。 

このため、地区計画を定めることにより、必要な地区施設の

整備を行うとともに、駅前に相応しい商業環境の形成や駅周辺

地区に相応しい良好な住環境の形成を図る。 

 

 

土地利用の方針 

 

  

 駅前においては、店舗、銀行、公民館、市民サービス施設等

が立地しており、日常的な市民生活の拠点を形成しつつあるこ

とから当地区を「生活拠点地区」として位置づけ、主として商

業・業務施設の集積を図る。 

 また、「生活拠点地区」の周辺については「住宅地区」として

位置づけ、一定規模以上の店舗等の立地を制限し良好な環境を

有する住宅地の形成を図る。 

 

 

地 区 施 設 の 

整 備 方 針 

 

駅前の交通の円滑化を図るため、自転車の回転スペースを整

備するとともに、駅への連絡道路を整備する。 

また、地区内の利便性、安全性を確保するため、区画道路を

適切に配置すると共に、新家川右岸に緑道を整備する。 
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建 築 物 等 の 

整 備 の 方 針 

 

 「生活拠点地区」においては、地域の生活拠点として相応し

い健全な商業環境の形成を図り、「住宅地区」においては、独立

住宅と集合住宅の秩序ある調和を図るとともに、緑豊かな良好

な住環境の形成を図るため、建築物の用途の制限や敷地面積の

最低限度、壁面の位置の制限等を行う。 

 また、両地区において、建築物の形態、意匠については周辺

の環境に十分配慮することにより、良好な街区景観の創出を図

る。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計画書２（地区整備計画） 

 

地区施設の配置及び規模 

 

１．地区施設道路 

        幅 員        延 長 

 新家1号線  ７．０ｍ      約３５０ｍ 

 新家2号線  ９．０ｍ      約 ７５ｍ 

 新家３号線  ７．０ｍ～９．０ｍ 約５４０ｍ 

 新家4号線  ５．９ｍ～７．５ｍ 約３１０ｍ 

 新家5号線  ２．９５ｍ     約１６５ｍ 

 新家6号線  ７．０ｍ      約１００ｍ 

 新家7号線  ４．４５ｍ～４．９ｍ約１８０ｍ 

 新家8号線  ４．９ｍ      約１５０ｍ 

 

２．緑  道  ３．０ｍ      約１６５ｍ 

 

名  称 生活拠点地区 住宅地区 
地区の 

細区分 
面  積 約１．３ha 約１２．３ha 

 

建築物の用途の制限 

 

次の各号に掲げる建築物は

建築してはならない。 

 

１工場（令第130条の6に定

めるものを除く） 

２マージャン屋、ぱちんこ

屋、射的場、勝馬投票券発売

所、場外車券売場その他これ

らに類するもの 

３ホテル又は旅館 

 

 

次に掲げる建築物は建築し

てはならない。 

 

一つの建築物であって、事

務所又は店舗の用途に供す

る部分の床面積の合計が

500㎡を越えるもの 

建築物の敷地面積の最

低限度 
１３０㎡ 
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建築物の外壁又はこれに代わる柱の面（以下「外壁等」

という。）は、地区施設道路及び計画図に表示する部分の

道路境界線から１．０ｍ以上後退しなければならない。

 

 

壁面の位置の制限 

 

ただし、建築物又は建築物

の部分が次の各号のいず

れかに該当する場合は、こ

の限りでない。 

 

① 車庫、物置その他これ

らに類する用途に供し、軒

の高さが２．３ｍ以下であ

ること。 

② 外壁等の中心線の長

さの合計が３．０ｍ以下で

あること。 
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かき又はさくの構造の

制限 

 

地区施設道路及び、計画図に表示する部分の道路に面す

る部分にかき又はさくを設置する場合は、原則として生

け垣あるいはフェンスとし、高さ５０ｃｍを超えるその

他の構造物を築造してはならない。 

 

 

  「地区整備計画の区域、地区施設の配置、地区の細区分、壁面の位置の制限、及びかき又はさくの 

構造の制限は計画図表示のとおり」 

 

（注：令＝建築基準法施行令） 

 

 

 

 

 

 




